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　木稿は、言語少数派 の 子 どもを対象とした学習支援につ い て 、 支援の どうい うところ

に着 目し 、 どの よ うな方法で子 どもの 日本語力の 変化や教科理解の 様 子を とらえるの か、

筆者の 行 っ た 「国語 」学 習支援の 分析を例に 、 学習支援に 関わる研究を行 う際の 分析

の 観点や方法 を提示する。 さらに 、 在籍級の 学習 と関連づ けなが ら母語 の 保持 ・育成

に取 り組む研究に も言及する。言語 少数派の 子 どもを対象と した教科学習支援は 「何

を 、 どの よ うに行 うか 」 試行錯誤 の 段階にあり、支援方法の 有効性 の 検討や課題の 把

握につ い て は緒につ い たばか りで あるが、本 稿が今後の 研究 の 積み重ね の
一

助になれ ば

幸い で ある 。

1． はじめ に

　近年、 日本社会の急速な国際化や法律 （咄 入国管理及び難 民認 定法」）の 改正 に伴

い
、 日本語以外の 言語を母語 とする言語少数派 の tどもたちが 増加 して い る。 言語 少

数派 の 子 どもに対す る教育にお い て は 、 日常生活に必要 な日本語 指導だけで はなく、

学力保障に っ なが る学習支援の 重要 1生が 認識 されつ つ あるが 、 その 方法 として は、子 ど

もの 目木語 レベ ル に合わせ て教科書本 文 を易 しく書き直 した 「リライ ト教材」 （光元

2006）や、具体物や体 験を支えに した学習活動を通 して 教科学習を促す 「JSL カ リキ ュ

ラム 」 （文部科学省 2003）、子 どもの 母・語を活用 して教科理解を促すとともに 、 母語そ

の もの の 保持 ・伸長をめざす 「教科 ・母語 ・相互育成学習」 （岡崎 1997）などが提案

されて い る。

　 「リライ ト教材」 に基づ く実践は、岡山県 下の 小 中学校で 、大 学、行政、学校の連
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携の もと平成 12年度 より継続的な取 り組みが行 われ 、
「国語 ゴ

｝

の リライ ト教材や リラ

イ ト母語教材などが支援者の 体験記と ともに報告され て い る （岡山大学教育学部 2004、

2005）。 また、 「JSL カ リキ ュ ラム 」 は文部科学省が平成 13〜15年度にかけて 開発した

もの で 、 事例集 も刊 行 されて い る。 この うち 『小学校 「JSL 国語科」 の 授業作 り』

（JSL カ リキ ュ ラム委員会他 2005）で は 20編の 教材文 に つ い て 、 指導目標や活動の 進

め方、教具例を提案 して い る 。 そ して 「教科 ・母語 ・日本語相互 育成学習」 につ い て

は、茨城県下の 小学校における実施の 様子や取 り組みの 評価 、ワ
ークシ

ー ト例な どがま

とめ られて い る （茨城県教育庁指導課 1997）。

　その 後、「教科
・母語 ・日本語相互育成学習」 に基づ く支援につ い ては実践的な研究

が 少 しずつ 積み重ね られて い るが
2）

、 全体的には 、 言語少数派の r一どもを対象とした教

科学習支援は 「何を、どの よ うに行 うか 」 試行錯誤の 段階にあ り、 支援方法の 有効性

の 検討や課題の 把握につ い ては緒につ い たばか りである．

　
一

方、地域の 支援教室や学校現場では、学習支援の 効果や成果は子 どもの 成績やテ

ス トの 得点な ど 目に見えやすい 形 で語 られ る こ とが多い
。 そ の背景に は 、40人学級の

授業の 中では言語少数派の 子 どもの 存在が埋没 しや ずく、 子どもの反応や変化をとらえ

に くい こ とや、特に 中学校では学期の 成績が子 どもの 進 路選択に深 く関わ るた め 、テ ス

トの 結果や成績が担任や支援者に とっ て大きな関心事 とな っ てい る こ とがあげられる 。

　しか し、 筆者 自身も含めて子 どもたちと個別に関わるこ との 多い 支援の 現場では 、 日 々

の 授業の 中で 「こ の ごろ、こ の 子はずい ぶん 日本語 が うまくなっ たな」 とか 「教科書の

内容がよくわか るよ うになっ て きた 」 と感 じるこ とが よくある 。 こ の よ うな、支援を通

して感 じとっ た子 どもの 成長を、その 場に居合わせ て い ない 人に も分か る ような形で示

して い くには どの ような方法があるの だろ うか 。 本稿で は 、 学習支援の どうい うところ

に着 目し、また、 どの よ うな方法で 子 どもの 日本語 力の 変化や教科理解の 様子 をとらえ

るの か 、テ ス トで は 見えない言語能力の 向上や教科理解の 進歩の 分析方法につ いて 、

筆者の博士論文研究 （清 田 2007）を 中心 に分析例を示 し 、 学習支援に関わる研究を

行 う際の 手がか りを提示 してい きたい 。

2 ．　 分 析の 対象 と した支援の概 要

2．1　理論的背景

　本題に入る前に 、 分析の 対象 とした支援の概要を述 べ る。 学習支援は 「教科 ・母語 ・

日本語相互 育成学習」 （岡崎 1997）の 枠組みを用い て 行 っ た
。

「相互 育成学習」 は 言

語少数派の 子 どもを対象 とした 学習モ デル で 、「二 言語相互 依存」 （Cummins 　1984）
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の 考え方 に基づ き 、 日本語 、 母 語 、 教科学習の カを相互 に関連 させ なが ら育て るこ と

をね らい として い ろ。

　厂相互 育成学習」 は元 々 は家庭学習用 に開発 されたもの で 、子 どもは各家庭 で学校の

授業の 予習 として 教科書を母語訳 した音声テープを聴き 、 母 語 と日本語 の 両方で 書か

れ たワ
ー

ク シ
ー トの 課題に取 り組む 。こ の よ うな家庭学習で 得た 知識や情報によ っ て

、

子 どもは見通 しをもっ て学校の授業に臨む こ とがで きるよ うになり、授業の 「理解可能

なイン プ ッ ト」 が増え 、 そ の 結果 として教科内容の 理 解や学習に 関わる日本語の力が向

ヒし、 さらには学習場 面で 母語 を使い 続けるこ とにより、母語の 保持や育成にもつ なが

る とされ る。

2．2 支援の 授業の ね らい と進め方

　支援の 授 業は 「母語に よる先行学習」 と 「日本語 による先行学習」 か ら成る （図 1）。

こ の うち 「母 語に よ る先行学習」 は教材 文の 内容 に対す るス キー
マ 形成 と 、 学習場面

で母語 を使 い 続ける こ とを通 して母 語の保持 ・育成をめ ざす。また 、「日本語 に よる先

彳J
’
学習」 は 日本語 で書かれた教材文の 理解 を促 し、 日本語 の 4 技能の カを育て るこ と

をね らい とする。

支 援　の 授 業

母語に よる先行学習 ⇒ 日本語 に よる先行学習

→ → 　＜＜在籍級 の 授 業》

図 1　 「教科 ・母語 ・日本語相 互 育成学習」 に 基 づ く支援の 授業の 流れ

　二 つ の 先行学習を含む支援の 授業は 、
「国語」 を取 り上げ、在籍級の 授業の 予習 とし

て 週 1回 90分程度実施 した。 「国語 」 の 支援を例 に授業の 進 め方 を述 べ る と、まず、

「母語に よる先行学習」 で は、母語話者支援者が 「あなたの ふ るさとの 夜は どんな様子

ですか」 「砂漠は どんなとこ ろですか 」 など、子 どもの 背景知識 を問 うた り教材 文の テ
ー

マ に関連する課 題 を提示 し、 課題 をめ ぐるや りとりを母語で行 う。続く 「日本語 による

先行学習」 で は、 日本語話者支援者が教材文の 読み取 りの ための 学習課題を書い た ワ
ー

ク シ
ー トを用意 し、課題をめ ぐるや りとりを 日本語で 、 時には母語の 助けを借 りなが ら

十分に時間をかけて行い 、
一

つ の 課題が解決す るこ とに子 どもは 自分が理解で きた こと

や考えた こ とをワー
ク シ

ー トに 記入する、

　なお、「相互 育成学習」 モ デル に基づ く支援を分析の 対象 とした の は 、
こ の モ デル が

日本語だけで なく母語の 保 持 ・
伸張や教科学習をね らい として い るこ と、子 どもの 認知
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面の 発達 と学習 へ の 意欲や態度の 育成を視野に入れて い るこ と、そ して家庭学習 と学

校の 授業との つ なが りを重視 して い るためで ある 。

2，3 子 どもの 属性

　本稿で取 り上 げる分析例は主に 2名の 子 ども （S 男 とK 男、い ずれ も中国出身）を対

象 とす るが 、 それぞれの 子 どもの 属性 を示す 。

表 1　 子 ど もの 属性

　　　　　　 ．
来 口時期　　 i支援期間

支援開始時の

　 日本語力
家庭 で の

使用言 語

支援開始 時 の

　 母語 力

S
男

1998年に 小 学 2年 …　中学
生を終えて 来 口 し、…　　　　　　　　　 1〜3年
　 　 　 　 　 　 　 　 1

5年生 に編入
＊

　 　 　 　 　 　 　 　 i尸．尸一一一．． 一．．

簡単な問い かけに は反
応するが、殆 ど話さな
い 。 ひ らがなの読み書

1

きは で きる。　　　　　
1

1

　 ．」．．丁

中国語
冖本語

．一一．一

読み書き困難。小学3
年 レ ベ ル の 文 章を読

む こ とが難しい。

K
男

「
一一

7
− 一

「π　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

2001年に 小 学5年 5 小学　 1ひ b が な の 読み書きが …中国語
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　　　　　　　 で き、い くつ かの 単語生 で来 口 し、5年生 ： 5〜6年
に編入 　　　　　　　　　1を使 える。　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辷

学年相応

1

（注） ＊入学年齢がやや高い 中国の 農村部で は、10歳で 2年生とい うケ
ー

ス がときどき見 られ る．母親 に

　　　よれば、S男は 中国の 小学校 での 成績はたい へ ん よか っ たとい う。

2．4 分析に用 いた データ

　分析に用い た教材
一

覧を掲げる。S 男 とK 男の 支援で は下に示 した教材文の 他に、詩

や古文を読んだ り作文 の練習等も行 っ たが 、 分析にお いて はそれ らは除外 し、「現代文」

で 「散文」 の 教材 文の みを対象とした 。

　　　　　　　　 　　　　　　 表 2　 分析 に 用 い た教材
一

覧

I　　　　　 I時期 ＊　　　　　　　教材
．
名　（ジャ ン ル ）

　　　　　　　
1

授業
実施時期
　　　　　　　　回 数

課 題 数

iI期
．
そ こ まで とべ たら （小説）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
大人 になれなか っ た弟たちに （小説）

2000年 5月〜 7月　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
2000年 8月〜1明

8回．．．．．．
6回

ll3
中学
1年

H 期
自然の小 さな診断役 （説 明文）．．
少年 の 日の 思 い 出 （小説）

2000年10月〜11月
2001年 1月〜 3月

5「司
7回

74

S
男

2年
m 期

短歌 ・その 心 （鑑賞文 ）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
字の ない はがき （随筆）

　　　 2001年 5月〜 6月．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
　　　 2001年 9月〜10月

　 4回．．．．．．．．．．．
　 4回

42

IV期 縄文土器に学ぶ （説明文）　　　　　
12001

年11月 〜 12月 4回 34
v 期 夜は暗くて は い けない か （説明文）　　　 2002年 4月 〜 5月 5回 1343年
VI期 故郷 ＊ （小説） 2003年 1月〜 2月 3回 32

　 小 学

K 旨5年
1期 大造 じい さん とガ ン （物語）

2001年10月〜

　　　2002年 1月
57

男
16

年 5n 期
森へ （随筆〉．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
砂漠に挑む （説 明文）

2002年 4月〜 5月．．．
266含年

．
5月疋 7月

．．．．．
1
．．．．．．．．．．．．．．4回
3回

53

（注） ＊ 「時期 」 は支援開始後の 時間を表す。 1期 （1年 目前半）、H期 （1年 目後半）、
　　 　 IH期 （2年 目前半）、　 IV期 （2年 P後半）、　 V 期 （3年 H前半）、　 VI期 （3年 目後半）。
　　 ＊ S 男 の 『故郷』は入 試 の 準備の ため に教材 文 の 半 ばまで しか扱っ てい ない。
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3 ．　 言 語 面に焦点 を当て た分析例

　第 3節 と第 4節では 、支援の授業にお ける子 どもの進歩を、言語 面 と教科の 内容理解

の 面か らとらえた分析例に つ い て述べ るo なお、子 どもの 母語に言及 した研究に つ い て

は第 5節で取 り上げる。

　言語 面の 分析は子 どもの 書 く力 に着 目した 。 口頭言語能力や読む力に焦点 を当て た

研究ももちろん貢要で あるが
、 日本の 小学校か らの 教科学習が書きこ とばの 文脈の 中で

展開 されてい るこ とや、対象生徒 が在籍す る中学校の 段階は、教師の 説 明を メモ し、

自分の 考えをノ
ー トに書きつ け、さらには さま ざまな教科で レポー

トの 作成が絶えず求

められ るなど 、 書 くこ とを抜きに して は成 り立 たない ことか ら、書 くカに 着目した 。

3．1　書く力 の 分析方法

　書 く力の 変化 は、教材文の 読解課題 に対する子 どもの 記述解答につ い て 、文 の 長 さ、

文構造の複雑 さ、 使用語彙の広が りか らとらえた 。

　とこ ろで 、 ∫
一
どもの 記述解答には 、 教材文か ら該当部分を抜き出して答えた 「抜き

出し型 」 と、子 ども自身が教材文の 事柄 を解釈 した り、状況 を説明 した り、 自分の 感

想や意見を表 した 「創出型」解答 とがあるが 俵 3）、分析に際 して は、「創出型」解答

を対象とする
3）

。 なお 、 S男の 「創出型 」解答は 67例 （100文）、　K 男は 17例 （32文）

であっ た。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 3 　「抜 き 出 し型 」 と 「創出 型 」の 例

課題例 解答 教材 文 の 記 述　　　　 一．一　　　 ．．一 一 一一

百 日ぜきをわず らっ て い た。し ら妹は どんな様
rで したか． みだ らけの 頭。3畳 の 部屋 に寝か

三 月 目に 母 が迎えに行っ たとき、亘
日ぜきをわずらっ て い た妹は ，し らみ

抜
き
出
し

型

され て いた。 だらけの頭で 三畳の布団部屋に寝か

されて いた ．

創
出
型

なぜ父は泣い

たの です跳

　　　　　　 1

　　　　　　　　 一一一

妹かそかい に行たの は やだ。食物

もない 、百 日ぜき、すこ くかわい

そ うで す。

（理 由につ い て の直接的な記述な し〉

（注〉 「解答」 欄にお い て、ド線部分 は教材 文の 文 言 が その まま抜き出されて い るとこ ろを表す。

3，2　書 く力の 分析結果

〈文の長さの 変化〉

　文の 長さにつ い ては、「創出型」 の 記述解答を対象に各文の 文節数を調べ 、統計的方

法による評価を行 っ た
1）
。
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図 2 　
一

文あた りの 平均文節数 （清 田 2007；77よ り引用）

　
一

文あた りの 平均文節数につ い て 分散分析を行 っ た結果 （S男の 場合 、 用例数の 少

ない 1期 2文は除 く）、 1％水準で時期に よる主効果が認 め られ た （F （4，93）＝3．98，

p＜．005＞。 テ ユ
ー

キ
ー

に よ る多重比 較に よ ると H 期とVI期 、 皿 期 とV【期の 差が有意で

あっ た こ とか ら、 S男の 場合 、 文の長 さはVI期 （支援開始 3年 目後半）に入 る頃か ら有

意に伸びてい るこ とがわか っ た。また、K 男は支援を開始 して 3ヶ 月 目 （来 日5ヶ 月）

か ら5文節程度の 文を複数記述 してい るこ とが確認 された。

〈文構造の複雑さの変化〉

　文構造の 複雑 さは 「創出型 」解答に含まれる従属節や並列 節に着目して とらえた
5）

。

次の グラフ は従属節の 使用状況を表 したもの で ある。

図 3 　従属節 の 使用 状況 （清 田 2007 ： 79よ り 引用 ）

　図3の 結果か らは、S男は支援を始めて 3年 目後半の VI期になっ て、ようやく全体の 3

分の 1程度 （20文 中6例）の 文に従属節を使い 始め、K 男は ll期 （支援 開始 1年 目前

半）の 時点で 全体の 約半数 （23文中11例）が従属節を含む文 とな っ て い る。 なお、並

列節の 使用状況につ いて は紙幅の 関係で省略する。
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〈使用語彙の広がり〉

　使用語彙の 広が りは、異なり語数の 割合が どれ くらい 増えて い るか とい う点か らとら

えた。Wolfe −Quintero他 （1998） は作文 にお ける語彙の 広が りをとらえるために、

「延 べ 語数 × 2の 平 方根 あた りの 異な り語数」 とい う方法 を示 して い る
6）

。
こ の 方法 は

作文 の 呈に左右 されず語彙の 広が りを測定で きるとい う利点をもっ とされ （生 出 2001 ：

24）、分析ツ
ー

ル として用い た とこ ろ、次の よ うな結果が得 られた。

6543210

「　　　 ＿郡僻炉＿、、　 盤 、 飜 覊 ・憾 灘i妻 帯
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 夛飆

一
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嚢
黼

1
歩犠灘 難
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襠

黼 靉
…

　 嚢

驪 慧ili　 3ai
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靉黙 ii攤
・熱 寄ま
li…ii遷 難 講

職 i葦諺

iii贓 驪
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i
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　 　 li

麟弓
　 1
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勝

。驫

鑾
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図 4 　使用語彙の 広が り　（清 田 2007，83よ り引用）

　言語少 数派の 子 どもを対象に した語彙の 研 究で は 、 滞在年数が長くなるに つ れて語

彙の 数が増える こ とが指摘 されて い るが （
一

二三 1996、生 田 2001など）、図4か らも

年 を追 うご とに使 用語彙が広が っ て い く傾向がS男に もK 男に も認め られた。

3．3 書 く力の 変化の まとめ

　文の 長 さ、 文構造の 複雑 さ、使用語彙の 広が りとい う観点か らS 男とK 男の 書くカの

変化 をとらえた とこ ろ、い ずれの 子 どもにおい て も、文の長 さが伸び、多様な語彙を用

い て、従属節や並列節を含む複文の 産 出が増 えて い るこ とが確認された。

　こ の こ とか ら、学習内容に関わ っ て 書く機会 と時間を保 障す るこ とで 、 日 々 の 学習

支援におい て も書 く力の 育成を促すこ とが示唆 される。 さらに、教材文に対する 自分の

解釈や意見 を書い て表す 「創出型」 解答の 記述が長 くなり、従属節や並列節を使 うこ

とで 複数の 事柄を関連づ けて 文章化 して い る こ とか らは、子 どもた ちが 考える力をも身

につ けて い っ たこ とが推測 され る 。 （なお 、 2名の 子どもの 属性を踏まえた分析は省略す

る）。

　 ところで 、言語少数派の 子 どもが第二言語を使っ て 書くこ とは決
．
して 簡単なこ とでは

なく、多くの 努力を要する とされる （Dixon　and 　Nessel　1983
，
　Cantoni−harvey　1992

一 54一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Herltage 　Language 厂　and 　 Blllngual 　Eduoatlon 　（MHB ｝　Researoh 　Assoolatlon

学習支接どし τの θ本語 指導を研究するた めに ∫清i伍り享子

など）。 この よ うな指摘をふ まえて 考えると、 日々 の 学習支援の 中で子 どもの 書く力 の

伸び をとらえ 、 その根拠を提示 してい くこ とは、子 どもや支援者を勇気づ け、学習の 継

続を支えて い くこ とに もつ なが っ て い くとい えよ う。 日ごろの 取 り組み の 中で子 どもの

進歩を掬い 取 り、見 える形 に示 して い くこ とは 、 支援の 現場に関わる研 究者が現場に

貢献で きるこ との
一

つ で あるとい えるの ではない だろ うか 。

　次項で は S男やK 男を対象 とした研究か ら離れ 、言語面の変化 を とらえる分析の観

点や方法を他領域の研究に学び、 さらに は 、「国語」 以外の学習支援における言語面の

分析例につ い て取 り上げる こ ととする 。

3．4　習得研 究、作文研 究、言 語喪失研 究にお ける分析観点や分析ツ
ール の 例

　言語少数派の 子 どもの 言語面の 変化を とらえる場合、習得研究や作文研究、言語喪

失研究にお ける分析の観点や方 法は さまざまな手がか りを与えて くれ る。

　松本 （1999a，
1999b）は言語少数派児童の 語彙習得につ い て調べ て い る 。 日本語の

取 り出 し指導における中国人児童の 来 目 1年 目か ら2年 目にかけて の 発話 を対象に、発

話 の 長 さは どの くらい 伸びて い るか 、どの ような形態素をい つ 頃か ら用い てい るか、誤

用 の 多い 形態素は どれか とい う観点か ら、語彙習得の 特徴を明 らか に した 。 また、日本

語 指導や教 科支援場 面のデータではない が、生 田 （2001）はブラジル 人 中学生の 語彙

発 達につ い て課題作文をデ
ー

タに探 っ て い る。語彙の 多様性を Wolfe −Quinteroの 指

標を用 い て とらえ、 さらに各品詞 の 占める割合、漢語の 割合、語 彙選択の 誤用 に着 目

した分析を行っ て い る。

　作文研究では 、 生田 （2002）が ブラジル 人 中学生 の 書い たポル トガル 語作文 と日本

語作文につ い て 「二 言語相互依存」 の 関係を検討 して い る。分析に際 して は、産出量、

語彙の 多様性、文の 複雑 さ、誤用の 頻度 、 文章全体の 構成に着 目し 、 産 出量は 文節数

によっ て、語彙の 多様 性は Wolfe−Quinteroの 指標 を用 い 、文の 複雑 さは従属節の 数

によっ て とらえて い る。文章構成は観点ごとの 質的評価によ る。

　言語喪失研究の 領域で 用い られる分析ツ
ー

ル に つ い ては湯川 （2005） に詳 しい
。 湯

川 （2005）で は、氏が博士研究論文で 用い た10種類の ツ
ー

ル
lI

と、何 を明 らかにする

ためにその ツ
ー

ル を用い たの か使用 目的が明示 されてい る。 併せて 、
「分析ツ

ー
ル の 妥

当性 、 信頼性 の 検討 は非 常に大切 である」 （湯 川 2005 ： 12） とい う指摘は、言語少 数

派の 子 どもの 学習支援に関わる分析を行 う場合におい てもきわめて重要で ある。
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3．5　社会科や 理科の 学習支援 における 言語面の 分析例

　言語面の 分析例の 最後に 、
「国語」 以外の 学習支援を対象とした研 究を取 り上げる 。

清田 （2003）は、海外帰 国生 （中学 1年 、女子）を対象に、社会科学習支援にお ける

子 どもの 日本語力の 変化 を分析して い る。対象生徒は生後まもなくアメ リカに渡 り、小

学校 の 全課程を現地校で 終えて 帰国 した。補習校 へ の 通学経験は な く、家庭で も父親

との や りとりは英語で 、母親 と日本語を交わす以外は まさに 12年間英語に浸か っ た状

況で あ っ た
。 日本で は帰国子 女対象の 特設学級に入 るが 、 ひ らがなとわずか な漢宇しか

読み書きで きない ため授業につ い てい くこ とが難 しか っ た。そ こ で 、社会科の 授 業では

家庭学習用に、その 日の 授業の ポイ ン トに つ い て書い てまとめる課題 （例 えば 「聖徳太

子はなぜ冠位十 二 階を作っ た の ですか 」 な ど）を毎時間出した。

　社会科の 学習には、「た くさんの 高度な、他領域に も通 じる読み書きの 要求が含まれ

て い る」 （Short　1994）とされるが 、 7ヶ月間に渡 っ て 出された学習課題 には 、次の 表

に示 すよ うなさま ざまな言 語技能が要 求され て い た。

表 4 　社 会 科の 学習課題で 要求され た言語技能

言 語 技 能 の 種 類 用 例 数　　　　　 一　　　　　　　　一 一一一．一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一
理由を説明する （例 ： 聖徳太子 はなぜ 冠位十 二 階を作 っ た の ですか） 21

状況を説明する （例 ： 蘇我氏 が たお され る と世 の 中 は どんなふ うに 変わ りま した か）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一．
関係を説明す る （例 ： 将軍 と御家人 の 関係 は どの よ うなもの で したか）

93

行動 を説明する （例 ：藤原氏 は力をもつ た め に どの よ うなこ とを し ま した か） 1

事柄 を説明す る （例 ： 国司とは何ですか）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一 7

比較する （例 ：公地公民と墾田永年私財法に は どん な矛盾があります か） 2　　
1

想像す る （例 ：平城京 はどんな都だ っ た か、あなた の イメージを描い て くだ さい ） 3 「
体験を述べ る 〔例 ： あなた は税 とい う言葉を見た り聞い た りした こ とがあ りますか） 1

意見や感想 を述 べ る （例 ：藤原 氏 の や り方に つ い て 、 あなたは どう思 い ますか） 4

（清 田　2005よ り引用）

　 これ らの 課 題に対する記述解答をもとに対象生徒 の 日本語力を分析 した結果 、「創出

型」解答の 割合が増え、副詞 的従属節を含む文が多くな っ て い る こ とが認められた。こ

の こ とか ら、子 どもはノ
ー トやプ リン トの 内容 をその まま抜き出すの で は なく、自分で

情報を再構成 して 文章化 して い るこ とや 、 人物や 事件に 関わる複雑な関係性を表現で

きるよ うにな っ たこ とが認 め られた 。

　次に 、理 科の 学習における言語 面の 分析例 として、ESL 高校生 の 書い た レ ポー
トの

記述を分析 した研究を紹介す る 。

　Kesslerand　and 　Quinn
’
s （1984）

8〕
は実験 レポー トの 記述 を

…
年間に渡 っ て 調べ た
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ところ、  データの示 し方や結論の述べ 方など、レポー
トは長 く、正 確になり、  テキ

ス トの コ ピーが減っ て 言い 換えや要約が増え、  自分の こ とばで 書くときには少数の 誤

りはあるもの の 、その数は減 っ て い るこ とを指摘 して い る。

　また、Spanos （1993）
s｝

もESL 高校生の 理科 レポー トに つ い て秋 と春の 記述を比 較

してい る。分析の 結果 、
「仮説形成部分」 の 記述で は 、 秋の レポー トは単文や現在形／

過去形を用い 、仮定を示す言語的 ・機能的特徴は見 られなか っ たが 、春の レ ポー トで

は予測を表す こ とがで きるよ うにな っ た 。 また、 「データを示 し分析する部分」 で は、

秋の レポー トは何が起きたか を示すの に失敗 して い たが 、 春 の レ ポー
トで は when 節を

使用するなど文 の 複雑 性が増し 、 総じて適切な 目標言語形 式の 使用が認 められた とい

う。

　冒頭部分で も述べ た ように 、 日本で は言語少数派の 子 どもに対する教科学習支援の

試行錯誤の 中、子 どもたちが どの よ うに 日本語の力を付けてい るの か の 追求は始まっ た

ばか りで ある。 しか し 、 日本語指導における作文練習だけで は な く、
「国語」 の 学習課

題の 記述、理 科の 実験 レ ポー
トや観察記 録、社会科の 調べ 学習 な ど、 日々 の 授業の 中

で 子 どもが書い た り話 した りしてい るもの を手 がか りに 日本語力の 変化をとらえて い く

こ とは 、 子 どもが学習面の 基礎基本 として の ことばの カを獲得する とい う点にお い て も、

支援者が子 どもの こ とばの カを豊かにす るような支援を行 っ て い るか どうか を振 り返 る

た めにも重要で ある。

4 ．内容理解 に焦点 を当て た分析例

　第 4節で は、子 どもた ちが どの よ うな学習課題に取 り組み、 どこまで学年相応の 教材

文 を理解 し、課題の 解決過程で どの ような力を活用 して い るか をとらえた分析例を取 り

上 げ、 分析方法 を中心に述べ る 。

〈学習課題の特質〉

　子 どもは どの よ うな学習課題に取 り組ん で い る の か 、学習課題の 特質は 「認知 レ ベ ル

（どの よ うな認知 レベ ル の 課題か）」 と 「質問の型 （どの よ うな答え方を要求する課題か）」

か ら分析 した 。 認知 レ ベ ル や質問の型 に着 目したの は 、
「母語に よる先行学習」 の実施

によっ て、 日本語 力が不十分 な子 どもも認知的に高度な課題や 自分の 解釈 を述べ る よ

うな課題 に取 り組めるの で はない か と考えたた めで ある。

　分析 に際して は、課題の 認知 レ ベ ル は、Chamot （1983）の 「第二 言語学習モ デル 」

をべ 一
ス に した 「国語科教育と日本語教育を統合 した学習モ デル 」 （清 田 2007）に よっ
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て とらえ、質問の 型は Mehan （1979） の 枠組み を用い た。

　Chamot の 「第二 言語学習モ デル 」 は、小学校の ESL の カ リキ ュ ラム 作成の ために、

第二 言語学習 の 認知 的な面に焦 点を当てて 作られ たもの で ある 。
モ デ ル で は認知 の レ ベ

ル を6段階に分 け 、 第 1〜3段階を社会的伝達能 力、第 4〜6段 階を学問的伝達能力 と

呼ぶ 。

　こ の よ うな枠組みを応用 し、読む こ とに関わ りの 深い 「内的な言語技能」 に着 目して

「国語」 の 学習の 場合を具体化 した もの が 、表 5に示す 「国語科教育 と目本語教育を統

合 した学習モ デル 、で ある 。
「国語 」 の 学習は主に学問的伝達能力に関わるこ とか ら、

第4〜 6段 階に示 され た能力や技能 を身に つ ける こ とをめざす。第4段階 「分析」 で は、

人物や行動に 関する情報をとらえ 、 それ らをもとに全 体の あらす じを把握する こ とが中

心 となる。第 5段階 「総合」 は前段 階で把握 した事実や情報を相互 に結びつ ける段 階

で 、獲得 した情報をもとに入物の 心情や場面の 情景を想像 した り、要点や段落の 関係

をとらえた り、 主題や要 旨を と らえるとい う学習に あた る。 こ の 段階で は認知的に 高次

なカが求め られ 、こ とばを通 して考えるカ が養われる 。 第6段階 「評価」 は、作品全体

に対 して 自分の 考えをまとめ、他者の 意見 との 比較を通 して評価す るとい う活 動に相 当

す る。

表 5 　 国語科教育 と 日 本語教育を統合 した 学習モ デ ル

第 二 嵩語学習 モ デル （Chamot1983 ） 言語 少 数派の 子 どもを対象
に した

「
．
国語 」の 学習の 場合

認 知

レ ノ叉ノレ

言 語 的な
プ 卩 セ ス

内 的 な 言語 技能 外 的 な 言語 技能
文 　 学 　 的

文章 の 場合

説 　 明　 的

文章 の 場合．一一 ． ．．．．一

社 第 1段 階 思 い
1U
す

・
音や単語 を聞い

　一一一
・
単語や決まり文

会

的
伝
達

知 識 て塊を区ガ1掃る
・文 宇、語 句 を 見

分ける

句を産出する

． 一
能
力

第2段 階

理 解

組 み 替 え

る

・聞い て〆口 語の 文

草 を読んで 、既

・」ト問 言 語 に よる

ス ピ
．一チが 出現

知の 単語や語句 する

の 新 しい 組 み 合

わ出 乙応 じる

・L1か ら（もL くは

L1 へ ）、内的な

翻訳 を行う
一一一　 ．一一

第3段 階

適用

や り と り

する

．
　 　 　 　 　 　 　 ｛i匸》≡

广、
社会的イ ジタ＝ アクシ ョ ン
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

・イン フ オ
ー

マ ル な ・高 コ ン テ ク ス ト

状況で 、聞い た 状況で、意味、
こ との 意 味 を 理 感 情、意 図 をや

解する りとりする
・基本的な理 解の ・説明的、創造的

た めの 黙 読 が 出 に 書 くこ とが 出

現する 現する

く　 し　 き　 い 　）

一58・一．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Heritage 　Language 厂　and 　 Bilingual 　Eduoation 　（MHB ｝　Researoh 　Assooiation

学習支接どしτの θ本語者導を研 究ずるため 〆こ ttノ汚研 ノ享子

第二 言 語 学習モ デ ル （Chamot1983 ）
言 語 少 数 派 の 子 どもを対 象

に した 「国 語 」の 学 習の 場 合m

レ ベ ノレ　1

謡 「
扉較 内的な言語技能 …

　　　　　　　　r

外的な言語 技能
文 　 学 　 的

文 章 の 場合　　　　　　　醐
　 説 　 明　 的

　 文 章 の 場合1−一1h一・ 」｛、1− 一一 ．．・． i・

学 第4段 階 情報を伝 ：・文 脈化 され て い
・
フ オ

ー
マ ル でア カ ・

登場 人物、人 物の
・大 体 の 内容

閙 分析 え る ない 状 況 Fで、 1 デ ミッ クな状 況 関係 、人物 の 行 動に をとらえる

的 聞い て ／読んで 、 1 で 、獲得 した情 関す る情報をとらえ

伝 i 事実の 情報を獲 報を適用 して話 る

達
1

彳溺 る づア書 く
厶匕

目匕

力 第5段 階
一

般化す i
・
聞い て ／読んで獲

・フ ォ
ー

マ ル な状
・
気持ちを表す表現を

・
段落の 関係

総合 る　 　 1 得し耐育報を使っ 況で、話 して ／ 手 がか りに 心情をと や1冓成をとら
旨

て、関 係 性 を 見 書 い て 関係 性 を らえる える
E つ ける、推論す1 説明する、推論 ・行動や 1青景を手がか ・事実 と意 見

る、結論を引き する 、 結 論 づけ りに心
．1青を考える を区別する

出す る
・様 子 を表す表現を手

・
筆者 の 意 図

が か りに情景を想像 や要 冖をとら

す る える
・
主題につ い て 考える

第6段 階 判断する ・聞 い て／読んで獲 ・修 辞 的 な しきた ・自分 の 思 い や考えを ・自分 の 意 見

評価 得 した考えにつ い りを使 っ て、判 もち、他者 と感想を をもち、他
て、正確 さ、価 断を謝 γ書く 述べ 合 う 者 と意 見 交

値、応 用性 を評 換する
1

　 価つる

（雫青匚日2007 ： 54よ り弓1用）

　次に、質問の 型 の 分類につ い て であるが
、
Mehan （1979） は教師の 質問が どの よ う

な答え方を要求するもの で あるか とい う観点か ら、選択型、プ ロ ダク ト型、プ ロ セ ス 型 、

メタプ ロ セ ス 型の 四 つ に質問を分類 した。選択型は 同意 ・不 同意や選択肢 を選 ぶこ と

で答え させ る。 プ ロ ダク ト型 は名前や場所な ど事 実に 関する答えを要求 し、プ ロ セ ス型

は 「あなたは ど う思 う？ 」 「なぜそれが好きなの ですか」 の よ うに応答者 の 意見や解釈

を求め る 。 そ して メ タプ ロ セ ス 型は、応答者が答 えに到達す るまで の 手続きやル
ー

ル を

求めるもので ある。

　詳細 なデータは省略するが 、 分析の 結果 、 支援の授業で は認知的に 高度な 「第5段階

／総合」 の 課題が設 定され、子 どもの 認 知的発達を促す学習が展開されて い るこ とが

確認 された 。 また、選択型の 減少、プ ロ セ ス 型の 増加 とい う質問の 型の 変化 か らは、

子 どもたちが 自分の 解釈や考えが求め られ る課題に取 り組んで い るこ とがわか っ た 。

〈内容理解の到達度〉

　子 どもた ちが どこまで 学年 相応 の 教材 文 を理 解で きたの か 、 内容 理解の 到 達度 は

「国語の 学習に必 要な思考力の 育成モ デル 」 （清 田2001）を用い て とらえた。

　内容理解の 到達度は、この モ デル をもとに個々 の 課題の 学年 レ ベ ル をとらえ、課題の

出題率や正 答率を加 味して 判定 したが 、 具体的な手順に つ い ては 清田 （2007）を参照

されたい
。 分析の 結果を簡単に述べ ると、子 どもたちは 日本語 で書かれた教材文 から基
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表 6 　 「国語」 の 学習 （読む こ と）に 必要 な思考力の 育成モ デル

読むことに関わる力 小学校1，2年 小 学校 3，4年 小学校 5，6年　 1　　　　　一
中学校

．一 一一． 一 一

客 あらす じの 把握 あ らす じがわか る →　　　→　　　→ →　　　一一ナ　　　　〉 ．〉　　　　〉　　　　♪
’
ヂ ．．．T「冂Tr−「h闇「“「罰冂「閲丁「閲「罰．■．．．閲．．−「．． L．．． 尸．1．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
的
文
章

語 句 の 意味 の 理

解．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．．望r憎r」智」 乙囁」．．．．．．．．．．．
隊 章 の 中で の ・凵 句

…の 意味をとらえ7
「．．r−．．．rr「 ．．．．．．

に

関 様子の 想像
様子を思い 浮力沢

る

．．一
ナ　 　 → 　　 　→

．．．．．．．．．．．．．．．．．．−「．．．．．．．．．．．．

　 　 → 　　 　→ 　 　 　→
一

ラ　 　 → 　 　 　 　シ

わ ．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．「．．．「「．■− ．．．．．・i」 ．・」L． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．
る
力

人 物 り 気 持 ち炉 わ → 　　 　→ 　 　　→ → 　　 　→ 　 　　→ → 　　 　→ 　 　　→

心 情把握
i

かる 人物 の 行動 と気恃

ちの つ なが りがわか

　　→　　　→　　　→

情景 描 写 と心 情の

→　　　一う　　　　　〉
う 　　　 　　〉　　 　　 ｝

る つ なが りに 気付く．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．尸一冖「1．r1．T．Tr 「．尸「．．1「「冖r ．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．

主 題の 把 握 1 載……ダ 　 蕪覦 　
　　　　　 轍

主題 を考える → 　　 　→ 　 　 　→

説 あらす しの 把握 あ らす じがわかる 》　　 　 →　 　　．→ → 　　 　→ 　 　　→ → 　　 　→　 　　→
明 ［．．．．．．．．．．．．．．．．．．．、＿『．．．
的
文

章 ．

1
語 句 の 意味 の 理

解

　　　，う冊AP帛帆，．」，．一．・「，1．．．．．．．．「．

　　　繋 i 曝
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「广；一一．．．

　　　
．．尸．．

i

．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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文 章の 中で の 語句
の 意味をとらえる．．．．．

に

関
旨 様子の 想像

様 子 を思い 浮か べ r 　　　→　　　→ →　　 　→ 　 　 　→ → 　　 　→ 　 　　→

わ
る
力
｝
．．．

文 章構 成の 理 解
　　　　　．．．．．．．
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文章の 組 み 立 て を

とらえる．

　　　　　　　．．．．
構 成 を 押 さえな がh　ニ　　　レ
っ 勣薩」

ユ
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攤 、、　 鑞 r

　　　　よ， 事実 と考え の 違い

．．．．．．．．．．．．．．．．．r．．．．．．．．．．．T「「
事 実 と意 見 の 関 係

「．．．．．「「．■「「．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．齟．
掌．実 と意 見 を 読 み

1別  
に 気付 く がわか る 分ける．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．噴癖 懃擦∵．・・…・　 　 　 　 一・．．一・・．． ．．．．．．．「．．「−．r．．．．「−「．．．．「．． ．．齟．．．．．齟L．L・．．．． ．．・L．L」i國．．．．．．．．．．．L．．．．
大事なこ とが わか る 要 旨、筆 者の 意 図 → 　　 　→ 　 　　→
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ほ轍船，　　　　

獻
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二
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曽囁：囁

　　．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
情 報 を集 め る、比 べ

る、纏める、分ける

価値づ け る、百構

壌 謡，　　 毒糞P 成する

力

表現の 特質を と らえ る 　 　 　 　 　 　 　
鄲
鏨

箋
　 　 　 …竃い 囁

｛

芒　芒
　 　

欝
　　　　　野

：：響　 響　 懸
表現の 仕方や 文章
の 特徴をとらえ る

文章を読んで感想や 意
．
読ん で 思 い や 考 え 自分 とは 違 う見方 白分 な りの 意見 を もの の 見方や考え方

見を述べ る カ 、をも つ や考え方 に気 伺 く もつ を広 げ る

Q青日ヨ2007 ： 54より弓1用）

本的な情報をとらえてあらすじを十分 に把握 し、 獲得 した情報をもとに様子や心情を想

像 し 、 筆者 の 主張につ い て もおおよその 理解を得 て い るこ とが確認 された 。

〈課題の解決過 程で活用 して いる力〉

　最後 に 、 課題 の 解決過程で r一どもが どの よ うな力を活用 して い るかに着 目した分析例

に つ い て 述べ る 。

　　「国語」 の学習にお ける思考力や想像 力に関わ っ て 、文化審議 会答 申 （2004）は

「これか らの 時代に求められ る国語 力」 につ い て述べ て い る 。 そこ で は 「言語 を中心 と

した情報 を処理 ・操作す る能力 1 が国語力の 中核を成す とし、そ の 具体 として 「考え

る力」 「感 じるカ」 「想像する力」 「表す力」 をあげ、は じめの 三 つ を 「理解するカ」 と

位置づ けて い る。
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　さて 、言語少数派 の 子 どもたちの 場合を考えてみ るに 、 子どもたちは 「言 語を中心 と

した情報を処理 ・操作する」 以前の 間題 として、言語 を中心 とした情報を第二 言 語で

獲得す ることに大きな困難 を抱えて い る。っ ま り、日本語を母語 とする子 どもの よ うに 、

教材文 を
一
読するだ けで は 必要な情報を得る こ とができないの で ある 。 その ため 、 言語

少数派の 子 どもを対象とした場合に は 、 第二 言語で書かれた教材文か ら基本的な情報

を獲得す る力 を 「理解する力」 の 基盤 としてまず育て 、 その 基盤 の 上 に情報を処理 ・

操作す る力を育成 してい くこ とが求め られ よ う。

　清田 （2007）で は 「考える力」 「感 じる力」 「想像するカ」 「第二 言語 で 書かれ た教

材文か ら基本的な情報を獲得する力」 の 具体を支援の 授業における会話ス ク リプ トか ら

抽出して い るが 、
こ こ では 、

「想像するカ」 の 具体例を二 つ ほ ど示す 。

　〔例 1〕は 「文 章表現をもとに情景や人物 の イ メージ を描 き 、 自分の こ とばで説 明す

る」 力 を活用 して、課題 に取 り組んでい る例 で ある。

〔例 1〕

JT ： 街 を離れ ると、どんな様子 で すか 。

S男 ： 暗すぎる。

… 「完全 な闇」 かな 。

JT ： 「完全な闇」 っ て どんな闇？

S男 ： 暗くて見 えない e も うなん にも見えない 。・・
洞窟みたい な色だ。

（S 男 『夜は暗くて はい けない か』2002年4，月）

　　　　　 （JT は日本語話者支援者を表す）

　JT が江戸時代の夜の暗 さに っ いて 郊外の様子を尋ねた ところ、　 S男は 「完全な闇」

とい う表現 を教材文か ら指摘 した 。 続い て 「完全な闇」 につ い て の 説 明が要求されると 、

S男 は 「暗 くて 見えない 」 「もうなんに も見 えない 」 「洞窟みたい な色だ」 とその 様 子 を

思い 描き、自分 自身の こ とばで説 明 して い る。

　次は 、「情景 と関連づ けて心情をとらえる」 カの活用例で ある。

〔例 2〕

JT ：故郷の 様子 を 見 た とき、「わた し」 は どん な気持ちで した か。

S男 ： （「寂寥の感」 に注 目しなが ら）ちょ っ と寂しい かな。

JT ： い い じゃない 。…どうして寂しい の ？

S男 ：人 が そ んなに いない で、冬なの で 、誰も外に出ない か ら寂しい か な。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （S男 『故郷』2003年1月）

　 〔例2〕は 20年ぶ りに帰郷 した主人公 「わたし」 の 心情をめ ぐるや りとりで あるが 、 S

男は教材文の 「寂寥の 感が胸に込 み上げた」 とい う記述を手がか りに 、
「わた し」 の 心

情を 「寂 しい 」 ととらえて い る。 そ して 「もう真冬の 候であっ た」 「鉛色の 空の 下、わ
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び し い 村々 が い ささか の 活気もなく、 あちこちに横たわっ て い る」 と い う情景描写か ら、

村には人が 少ない こ と、まして冬 の 厳 しい 寒 さの た めに外 に出て い る人は い ない こ とを

想像し、寂 しさの 理由 として い る。 S男 は主人公の 目に した光景を思い 描き、その イメ
ー

ジ と関連づ けて 主人公 の 心 情をとらえて い る。

　以 Eの よ うな分析をもとに、子 どもたちが課題の 解決過程で活 用 して い る力 を整理す

る と、 次の よ うに示 すこ とがで きる。

図 5 　 学 習 課 題 の 解 決 過 程 で 活 用 す る 力 （清 田 2007・128よ り引 用 ）

　子 どもの 内容理 解の 状況 をとらえるには 、 対象教科や了
一どもの 属性に よっ て さまざま

な分析の視点や方法が考えられ る。本稿で示 した方法はその
一

部にす ぎない が 、
これ ら

の 分析結果が意味する ところに つ いて最後に述べ てお きたい 。

　言語少 数派の 子 どもの 「国語」 学習支援で は 、子 どもの 日本語 レ ベ ル に合わせ て 、

年長の 子 どもに対 して も小 学校低学年 の 教科 書が与 えられる場合がある 、 それ らはひ ら

がなや易 しい 漢字に慣れた り音読練習 を行 うには適 切かも しれない が 、 小学ユ年生の

『じどう車 くらべ 』や 『大きなかぶ』は はた して 中学生の 知 的関心を呼び起こ し、 「なる

ほ ど」 とい う発 見を与 えた り 「考 えてみ たい 」 とい う意欲をもたらすだろ うか 。 この よ

うな疑問の 中、到達度の 分析結果は、課 題の レ ベ ル を調整 した り母語を活用するなど

授 業の 進 め方 を工 夫する こ とで、第二 言語の 力が不十分な子 どもで あっ て も学年相応

の 「国語」 教材文に取 り組む こ とがで きるこ とを示 して い る。そ して 、課題の 認知 レベ

ル や質問の 型、課題 の 解決過程 で活用 して い るカ の 分析結果か らは 、支援の 授業は 言

語 知識や教科知識 を伝 え 、 言語運用力 を育て るだけで なく、子 どもの認知的発 達に働

きか け、思考力や想像力をも養 う場で あるととらえるこ とがで きよ う。
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5 ，母語 力 に焦 点を 当て た分析例

　最後に、母語力の保持 ・伸長に着 目した 分析例を取 り上げる。本稿で示 した分析 例

の 多くは 「相互育成学習」 モ デル に基づ く支援を対象としたが、この モ デル は教科や 日

木語 だけでなく母 語力 の 保持 ・育成を 目標に掲げて い るこ とか ら、母語に着 目した研

究も欠 かせない
。

　清田 ・朱 （2005）は母語の 読み書き能力が不十分な生徒 （中1男子 、 中国出身）を

対象 に、「母語に よる先行学習」 で のや りとりを質的に分析 してい る。分析の結果 、学

年相応の母語使用 の機会を提供する こ とで抽象的な概念の理解を助け、母語や母文化

に密着した経験を活性 化す るこ とで思考の 深化を促 し、 さらにこ うした取 り組みは子 ど

もの母 語を学ぶ意欲を引き出す こ とを指摘 して い る。

　また 、 朱 （2006） は母語の 読み書き能力 を十分にもつ 来 目間もない 児童 （小5男子 、

中国出身）を対象に、清 田 ・朱 （2005） と同様の 分析を行 っ た ところ 、子 どもは教材

文の 内容 を理解す るだけでな く、 わずか半年間で 忘れて しま っ た語彙や文字 を想起 した

り、 新 しい 語彙を獲得した り、 さらには中国語 の 言語感覚を味わ うなど 、 中国語 の 語

彙の 学習をも行っ て い るこ とが認 め られた。また 、中国語の 翻訳文
9）
をもとに文 章構成

や表現技巧の 吟味を行 う中で 、 母国で 学んだ言語知識が蘇るなど、母国で の 学習と継

続性の ある学びが観察されたと述 べ て い る 。

　 「日本の 学校現場 では言語少数派の 子 どもの 母語や母文化に対す る価値付 与を積極的

に行 うとこ ろが少ない 」 （朱2006： 21） とい う状況の 中、二 言語を併せ もつ 自律 した学

び手の 育成に向けて 、 在籍級の 学習 と関連づ けた母語支援につ い て の 分析 を今後 も積

み重ねて い く必要がある。

6 ．おわ りに

　言語少 数派 の 子 どもを対象 とした学習支援におい て 、子 どもの 目本語力 の 伸びや教

科理解が進んで い る様子 をどの ように とらえてい くか 、筆者の こ れまで の 取 り組みを例

に、分析の 視 転や方法を言語面と内容理解面に分けて見て きた 。

　子 どもの 日本語力や教科理解が進 んでい る様子は 、 日 々 の 支援の 中で支援者が実感

する ことはで きて も目に見える形で表すこ とは難 しく、 ま してや 日本人生徒を対象に作

成されたテス トに子 どもの カが反映 され るまでには時間 も必 要 とする。 しか し、思 うよ

うな結果が得られない こ とは 、 子 どもが努力 して い ない こ とや支援を行 っ ても何の 効果
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もない こ とと同義ではない 。 日々 の 学習 の 中に も了
一
どもの 進歩を見せて くれ るもの があ

るはずで あ り、成果や結果が 見えに くい 状況で あるか らこそ、その 証拠を丹念に集め 、

提示 して い くこ とは 、支援の 現場に 関わ っ てい る研究者が現場に貢献で きるこ との つ

で あると考える。

　本稿では 「国語 、 学習支援の 分析例を中心 に示 したが、理 科や社会の 場合は もちろ

ん 、 記 号や 図を多用する算数／数学、子 どもにとっ て 第3の 言語 となる英語の 支援を対

象とした分析は 手つ かずの 部分が多い
。 また

、
「相互 育成学習」 モ デル におい て 子 ども

の 母語力の 変容を とらえた研 究は いま だ無く、バ イ リン ガル ・バ イ リテ ラル の 育成とい

う観点か らは 、 在籍級 の学習 と関連づ けた母語支援に っ い て も分析の 積み重ねが必要

で ある，さらに、 日々 の 授業の 中で とらえた進歩や成長 を 、 どの よ うに子 どもに返 して

い くの か とい うこ とも大きな課題である。
「こ の ごろ頑 張 っ て るね」 と声をかけるだ けで

はなく、
「こ うい うこ とができるよ うになっ た／わか るよ うになっ た」 と子どもが 自分の

成長 と課題 を認識 で きるよ うな評価の 方法 を追求 して い くこ とも大きな課題である。

注

1 ） 本稿で は 、学校教育に おける教科 と して の 国語 を指 し示す 場合は 「国語 」 と表す。

2 ） 「教科 ・母語 ・日本語相 互育成学習」 に基づ く実践的な研究には、た とえば、日本語 に

　　よ る 学 習揚 面 の 学び の 実態を と ら え た 清 田 （2001）、子 どもたち の 母語 に対す る態度や

　　認識 の 変容 を探 っ た原 （2001）、支援に お ける母 語 の 役割 を追究 した朱 （2003）な どが

　 　 ある。

3 ） 「創出型 」解答 は 子 ども自身の解釈や意見 を表 し た解答を指 し、し か も子 ど もが 自力 で

　　産 出 した文に よ っ て構成 されるとい う特徴を もつ 。したが っ て、教材 文 か らの 「借 り物 」

　　で あ る抜 き出 し型 の 解答に 比 べ 、創 出型解答は 子 ど も自身が 産出 した文 で あ る とい う点

　　にお い て 、書 く力 を とらえ る た め の 分析対象 と し て適切 であると考えた 。

4 ）
一

個人 内 の 変化を とらえる
一

事例実験の 場合、本来ならば、何 の 処遇 も施 さない ベ ー
ス

　　 ライ ン 期 を作 り、それ に続 く処 遇期の データ との 比 較を行 う方法が とられ る。しか し、

　　支援開始当初 の 子 どもた ちの 書 く力 の 状況 か らい っ て 、何 の 処 遇 も行 わ ずに 文章を書か

　　せ るとい うべ 一
ス ライ ン期 を設定する こ とは で きなか っ た．また、分析デー

タと して用

　　い た 「創出型 」 解答 は教材文 に 対する子 ども自身 の 解釈や説明 で ある こ とか ら、創 出型

　　解答を求め る課題 に繰 り返 し取 り組 む 中で 、子 ども は解釈 した り説明 した りす る力 をつ

　　け、別 の 教材 文 の 読み取 りに お い て もその よ うな力を発揮するよ うになると考えられ る 。

　　すなわち、創 出型解答を記述する力は課題 の 性質か らい っ て 別の 教材文にお い て も転移

　　が可能で あ り、そ の データは 直線 的に 上 が っ て い く こ とが 望ま しい と考え られ る 。 そ こ

　　で 、 S男 とK 男の 文 の長 さをとらえるにあた り、ベ ー
ス ライ ン 期 は置かな い が 、時期 ごと

　　にわけて 分散分析を行 っ た。

5 ） 従属節と並列節の分類は 益岡 （1997）に した が い 、副 詞節、名詞 節、補足節を 「従属節」

　　に、連用形に よる並列 とテ 形による並列 を 「並列節」 とした。

6 ） Wolfe−Quintero他 （1998）に よ れ ば、語彙 の 多様性 を と らえるた めに よく用 い られ る
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二

研 グるため仁 ．薄 毋 ノ享ヂ

　　「異な り語数／述 べ 語数」 に よ る測定は、作文の 長さが長 くなる ほ ど同 じ語 が しばしば繰

　 　り返 され る ため、語彙の 多様性を示 す値が低 くなるとい う問題 を抱え て い る とい うc こ

　 れ に対 し、「延べ 語数 × 2の 平方根 あた りの 異なり語数」 に よ る測定は こ の よ うな問題を

　 解決 し、よ り長 い 作文に お い て も多くの 異なり語数の 出現 を止 当に評価す るとされ る。

7 ） 湯川 （2005）に は、タイプ ・トーク ン 比 率、code −switching 、平均発話長 、格助詞、複

　　文 、エ ラー、流暢 さ、イ ミテ ー
シ ョ ン 、翻訳 及 び 理 解テ ス ト、フ ィ

ー
ル ドノ

ー
トとい う分

　 析ツール が紹介 され て い る。

8 ） Kesslerand　 and 　Quinn
’
s （1984）とSpanos （1993）は 、い ずれ もZuengler　 and 　Brinton

　　（1997）に 詳 し く取 り上 げられ て い る。

9 ＞ 母 語 先行学習を行 うに当た っ ては、母 語 話者支援者が 「国 語 」教材 文 の 翻訳文 （全訳 ）

　 　を作咸 した。

参考文献

生 田 裕子 （2001）「ブ ラジル 人 中学生 の 語 彙の 発 達」 『日本 語教育』110号　日本 語

　　　教育学会　120−129頁

生 田 裕 子 （2002）「ブ ラジル 人 中学生 の 第1言語能力 と第2言語能力 の 関係〜作文 の

　　　タス ク を通 して ？」 『世界の H 本語教育』12　 国際交流 基金 日本語国際セ ン

　 　 　ター　 63−77頁

茨城 県教育庁 指導課 （1997）『日本語 指導教員研 修報告書　 学習支援の 在 り方』

　 　 　Vo1．3

岡崎敏雄 （1997）「教科 ・母語 ・日本語相互 育成 学習の ね らい 」 『平成八 年度外 国

　　　人児童生徒指導資料 母 国 語 に よる学習の た めの 教材』　茨城 県教育庁指 導

　 　 　課 　 1−7頁

岡山大学教育学部 （2004）『活動報告書　 日本語教育が必 要な外国人児童生 徒の 教

　　　科学習支援学生ボ ラン テ ィ ア
ー
大学 ・教育委員 会 ・学校 との 連携

一
』

岡山大 学教育学部 （2005）『活 動 報告 書　 日本語 教育が必 要な外 国人児童 生 徒の 教

　　　科学習支援学生ボラ ン テ ィア
ー
大学 ・教育委員会 ・学校 との 連携

一
』

清 田淳子 （2001）「教科 として の 『国語』と 冖本 語教育を統合 した 内容重視 の ア プ

　　　 ロ
ー

チ の 試み」『日本語教育』111号　 日本語教育学会　 76−85頁

清 田淳子 （2003）「社会科 と 日本語 教育を統合 した 内容重視の ア プ ロ ーチ の 試み
一

　　　 日本語指導を必 要 とする海外帰国生徒 を対象に 」『言語 文化 と 日本語教育』

　　　第26号　お茶 の 水女子 大学 同本語言語文化学研 究会　 1−13頁

清田淳子 、 朱桂栄 （2005）「両言語 リテ ラ シ ーを ど う獲得するか 一第
一

言語の カが

　　　不十分な子 どもの 場A ！創刊号　母語 ・継承語 ・バ イ リン ガル 教育 （MHB ）

　　　　研 究会　44−66頁

清 田淳 r− （2007）『母語 を活用 した内容重視の 教科学習支援方法の 構築に 向けて 』

　　　ひ っ じ書房

朱桂栄 （2003）「教科学習にお ける母 語の役割
一
来 日まもない外 国人児童 の 「国語」

一 65一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

Mother 　Tongue 厂　Heritage 　Language 厂　and 　 Bilingual 　Eduoation 　（MHB ｝　Researoh 　Assooiation

母語 ・，継承 語 ・ハ
．
イグン カ ル 教 育（MHB ♪　bE究　Volume 　4　 A4ARCH 　2008

　　　学習 の 場合」『円本語 教育』119号 　日本語 教育学会　75−84頁

朱桂 栄 （2006）「言語 少 数派の 子 どもの 母 語保 障の 方法 と意義
一 「教科 ・母語 ・目

　　　本 語 相 互 学 習 モ デル 1 に基 づ く実 践か ら」お茶 の 水 女子 大 学人間文化研 究

　　　科 国際 日本語学専攻　博士論文

JSL カ リキ ュ ラ ム委 員 会、今澤悌、齋藤ひ ろみ 、池上 摩 希子 （2005）『小学校 「JSL

　　　 国語 科 、
の 授業作 り』ス リー

エ
ー
ネ ッ トワ

ー
ク

原みずほ （2001）「教室 内の 二 言語 の 分布
一

外 国人児 童 に対す る 冖本 語 と第
一

言語

　　　　育成を 凵指 した支援教室 の 場合
一

」国際 日本学 シ ンポ ジウム 報告書 『新 し

　　　　い 目本学の 構築皿 』　お茶の 水女子大学大学院人 間文 化研 究科　 19−26頁
一

二 三朋 子 （1996）年少 者の 語彙習得過 程 と言語 使用状 況に 関する 考察
一
在 日ベ

　　　 トナ ム 人子 弟の 場合
一

」『日本語 教育』90号　 日本語教育学会　13−24頁
文化審議 会 答申 （2004）『これ か らの 時代に求め られ る国 語力 に つ い て 』

益岡隆志 （1997）『複文』　 くろ しお 出版

松本 恭 r （1999a）「あ る中国人児童の 来 日1年 問の 語彙習得
一

形態素 レ ベ ル の 分析 」

　　　『H 本語教育』102号　 目本語教育学会　68−77頁

松木 恭 子 （1999b）1ある 中国人児童 の 来 日2年 目の 語彙習得　取 り出 し授業で の 発

　　　 話 と作文 の 縦断調 査 （形態素 レ ベ ル の 分析 ）」 『第 二 言 語 として の H 本 語 の

　　　習得研 究』3号　第二 言語 として の 日本 語の 習得研 究会 　36−55頁

光元 聰江 （2006）『外 国人児 竜 ・生 徒を教える ための リライ ト教材』ふ くろ うILIi版

文部科学省 （2003）「『学校教育に お ける JSL カ リキ ュ ラ ム の 開発 に つ い て （最 終

　　　報 告 ）』小学校編 の 公 表 に つ い て 」 文部 省 報道 発 表 　（http：／／www ．mext ．

　　　go．jp／b−menu ／houdou ／）

湯川 笑 r− （2005）「バ イ リン ガル の 言語喪失を語るため の 基礎知識」『母語 ・継承語 ・

　　　バ イ リ ン ガル 教育 （MHB ）研究』創刊号 　母 語 ・継承 語 ・バ イ リン ガル 教

　　　 育 （MHB ）研究会　 1−24頁

Cantoni−harvey
，
　 G ．（1992）

“
Facilitating　the　Reading　 process

”

．　 In　 Richard−

　　　Amato 　and 　Snow ，　M ．　 A ．（ed ．），　 The　MulticulturαZ　clαssroom
，
　 Addition−

　　　“iesley
，　Pp．175−197．

Chamot
，
　A ．　U ．（1983）

“ TQward 　a　Functional　ESL 　Curriculum　in　the　Elemen−

　　　tary 　School” ，TESOL 　QuARTERLY ，
ユ7

，
　 pp ．459−471．

Cummins ，」．（1984＞Bilinguα lism　and 　special 　educ α tion，　Multilingual　matters ．

Dixon ，　C．　N ．　and 　Nessel
，
　D ．（1983）L αngu αge　experience 　appro α ch 　to　re αding

　　　（α nd 　writing ）， Alemany　Press．
Mehan

，　 H ．（1979）Le αmtng 　Lessons
，
　Harvard 　University　Press．

Short
，
　D ．（1994）Expanding　Middle　School　Horizons： Integrating　Language

，

　　　Culture　and 　Social　Studies，　TESOL 　QUARTERY ，
28

，
　pp．581−608．

Wolfe−Quintero，　K．，　Inagaki，　S．　and 　Kim
，
　H ．（1998）Second　1αngu αge　develop−

　　　ment 読 u ；riting ： me αSltres 〔ゾ fluenc．y， αccαrα qγ， ＆ co 即 zρκめ ，

一 66 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Mother Tongue, Heritage Language, and Bilingual Education (MHB) Research Association

NII-Electronic Library Service

MotherTongue,HeritageLanguage,  and  BUingual  Education  {MHB) Research  Association

slglsEestL raspt  g?.psgediyipt6kald  :}Eevi-;i-ii

     University of  Hawaii.

Zuengler,' J. and  Brinton, D. M, (1997) 
"Linguistic

 Form, Pragmatic Function:

     Relevant Research form  Content-Based Instruction", In Snow,  M.  A.

     and  Brinton, D. M.  (ed.), The eontent-based  classroom:  perspectives  on

     integrating language and  content,  Longman,  pp.263-273.

-67-


